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究
展
望
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池
内
信
嘉
『
通
俗
政
党
問
答
』
抄 

―
立
憲
改
進
党
に
お
け
る
選
挙
権
と
教
育
と
の
関
係
の
一
事
例

― 

福
井 

淳 

 

こ
こ
に
紹
介
す
る
史
料
は
、
愛
媛
県
の
立
憲
改
進
党
系
知
識
人
池
内
信

嘉
が
一
八
九
○
（
明
治
二
三
）
年
二
月
一
八
日
に
刊
行
し
た
政
党
論
の
小

冊
子
『
通
俗
政
党
問
答
』
（
筆
者
所
蔵
）
の
、
改
進
党
に
お
け
る
選
挙
権

と
教
育
と
の
関
係
に
関
わ
る
部
分
で
あ
る
。 

著
者
の
池
内
信
嘉
（
一
八
五
八-

一
九
三
四
）
は
伊
予
松
山
藩
士
の
家

に
生
ま
れ
、
弟
に
俳
人
高
浜
虚
子
、
子
に
俳
人
池
内
た
け
し
が
い
る

（
『
新
潮
日
本
文
学
辞
典
』
）
。
池
内
は
ま
ず
教
育
界
に
志
を
持
っ
て
愛

媛
県
師
範
学
校
に
学
び
、
数
年
小
学
校
訓
導
を
務
め
た
の
ち
、
養
蚕
・
製

糸
家
に
転
じ
て
成
功
を
収
め
、
ま
た
松
山
の
民
権
派
政
論
紙
『
海
南
新
聞
』

に
関
わ
る
と
と
も
に
改
進
党
系
の
県
議
会
議
員
と
し
て
も
活
躍
し
た

（
『
愛
媛
県
史
』
資
料
編
等
）
。
明
治
期
の
典
型
的
な
地
域
名
望
家
の
一

人
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
池
内
に
は
意
外
な
後
半
生
が
待
ち
か

ま
え
て
い
た
。
父
譲
り
の
能
楽
趣
味
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
一
九
○
四
年
、

池
内
は
大
和
田
建
樹
ら
と
能
楽
研
究
会
を
東
京
に
お
い
て
組
織
し
（
『
日

本
新
聞
』
五
月
一
二
日
付
雑
報
）
、
さ
ら
に
一
二
年
七
月
に
は
雑
誌
『
能

楽
』
を
発
行
す
る
な
ど
、
以
後
は
主
に
東
京
を
舞
台
と
し
て
維
新
後
に
衰

微
し
て
い
た
能
楽
復
興
に
尽
力
し
た
（
『
新
撰
大
人
名
辞
典
』
第
六
巻
）
。 

 

表
紙
に
「
校
閲
」
と
あ
る
高
須
峰
造
は
、
池
内
と
同
じ
く
愛
媛
県
の
改

進
党
系
知
識
人
で
、
慶
応
義
塾
に
学
ん
だ
の
ち
、
『
愛
媛
新
報
』
社
長
を

務
め
、
の
ち
に
衆
議
院
議
員
に
選
ば
れ
て
い
る
（
宮
武
外
骨
ほ
か
著
『
明

治
新
聞
雑
誌
関
係
者
略
伝
』
）
。
ま
た
奥
付
に
「
印
刷
者
」
と
あ
る
山
本

盛
信
も
愛
媛
県
の
改
進
党
系
知
識
人
で
、
同
県
の
新
聞
の
草
分
け
で
あ
る

『
愛
媛
新
聞
』
（
『
海
南
新
聞
』
の
前
身
）
編
輯
人
を
務
め
、
の
ち
に
や

は
り
衆
議
院
議
員
に
選
ば
れ
て
い
る
（
前
掲
書
）
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
本
史
料
は
愛
媛
県
の
有
力
改
進
党
関
係
者
た
ち
の
手

で
公
に
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
（
な
お
、
改
進
党
員
名
簿
は
八
四
年
四
月
ま

で
し
か
現
存
せ
ず
、
池
内
・
高
須
・
山
本
は
そ
の
時
点
ま
で
は
党
員
で
は

な
い
。
動
静
等
か
ら
以
後
に
党
員
と
な
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
）
。
ち
な
み

に
同
県
は
、
八
九
年
段
階
の
全
国
改
進
党
員
数
一
五
一
一
人
中
九
二
名
と

六
番
目
に
位
置
し
て
お
り
（
林
茂
『
近
代
日
本
政
党
史
研
究
』
）
、
改
進
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党
の
有
数
の
拠
点
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
も
、
本
史
料
の
背
景
と
し
て
閑

却
し
え
な
い
。 

発
行
所
は
松
山
の
向
陽
社
、
定
価
は
三
銭
で
、
縦
一
八
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
横
一
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
本
文
全
四
八
頁
（
巻
頭
に
別
に

八
二
年
三
月
一
四
日
発
表
の
「
立
憲
改
進
党
趣
意
書
」
を
掲
載
）
足
ら
ず

の
活
版
印
刷
の
冊
子
で
あ
る
。
目
を
ひ
く
の
は
定
価
の
安
さ
で
あ
ろ
う
。

当
時
の
雑
誌
と
比
較
し
て
み
る
な
ら
、
八
五
年
の
政
論
誌
『
東
京
輿
論
新

誌
』
（
東
京
嚶
鳴
社
発
行
）
が
僅
か
一
九
頁
で
一
部
五
銭
で
あ
っ
た
の
よ

り
も
廉
価
で
あ
る
。
書
籍
と
な
る
と
、
八
六
年
の
末
広
重
恭
『
二
十
三
年

未
来
記
』
が
七
六
頁
で
五
五
銭
で
あ
り
、
こ
の
頃
の
書
籍
は
最
低
で
も
二

○
銭
程
度
の
定
価
は
付
け
ら
れ
て
い
た
。
蕎
麦
・
饂
飩
が
一
杯
で
一
銭
の

時
代
に
あ
っ
て
、
三
銭
の
冊
子
は
い
か
に
も
安
い
。
こ
こ
か
ら
推
察
す
る

に
、
販
売
を
目
的
と
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
後
述
の
よ
う
に
地
域
の
総
選

挙
用
の
宣
伝
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
、
例
え
ば
無
料
で
地
域
に
配
布
さ
れ

た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
な
お
本
史
料
は
筆
者
が
古
書
店
に
て
購
入
し

た
一
冊
の
他
、
確
認
で
き
る
所
蔵
先
は
愛
媛
県
立
図
書
館
の
一
冊
の
み
で
、

国
立
国
会
図
書
館
は
お
ろ
か
、
明
治
期
文
献
の
宝
庫
で
あ
る
東
京
大
学
附

属
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
の
図
書
・
資
料
部
門
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫

等
に
も
所
蔵
が
な
い
。
後
世
に
殆
ど
伝
わ
ら
な
か
っ
た
の
も
、
選
挙
用
に

消
費
さ
れ
た
と
い
う
性
格
を
想
像
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
総
合
的
に
み
て
、
印
刷
物
で
は
あ
る
も
の
の
、

自
由
民
権
運
動
の
貴
重
な
史
料
と
し
て
取
り
上
げ
る
価
値
が
あ
ろ
う
か
と

思
わ
れ
る
。 

本
文
は
、
表
題
に
「
問
答
」
と
あ
る
よ
う
に
問
答
形
式
を
と
っ
て
お

り
、
し
か
も
口
語
の
「
で
す
ま
す
体
」
を
用
い
て
い
る
。
「
で
す
ま
す
体
」

は
、
口
語
表
現
で
名
高
い
植
木
枝
盛
の
主
著
『
民
権
自
由
論
』
（
集
文
堂
、

七
八
年
）
よ
り
も
一
層
平
易
な
表
現
で
、
政
治
関
係
で
は
希
少
で
あ
る
。

書
名
に
冠
し
た
「
通
俗
」
と
は
、
こ
う
し
た
分
か
り
や
す
い
叙
述
形
式
や

文
体
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
政
党
と
い
う
も
の
の
基
本
的
理
解
が

目
指
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
内
容
は
、
最
初
に
政
党
の
輿
論
形
成
力
と

い
っ
た
一
般
的
性
質
が
説
か
れ
、
次
い
で
「
立
憲
改
進
党
趣
意
書
」
中
の

綱
領
六
ヵ
条
＝
王
室
の
尊
栄
と
人
民
の
幸
福
の
実
現
、
内
治
の
改
良
と
国

権
の
拡
張
、
地
方
自
治
の
基
礎
建
設
、
選
挙
権
の
伸
濶
等
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
に
力
が
注
が
れ
て
い
る
。 

八
二
年
三
月
に
趣
意
書
を
発
表
し
た
改
進
党
は
、
そ
の
中
で
「
順
正

ノ
手
段
」
と
「
着
実
ノ
方
便
」
に
よ
り
政
治
を
「
改
良
」
し
「
前
進
」
さ

せ
る
こ
と
を
宣
言
し
、
前
述
の
よ
う
な
具
体
的
な
綱
領
の
実
現
を
国
民
に

約
束
し
た
。
そ
の
後
の
八
○
年
代
は
、
こ
の
約
束
を
来
る
べ
き
国
会
で
果

た
す
た
め
の
運
動
期
間
で
あ
り
、
九
○
年
七
月
一
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た

第
一
回
総
選
挙
こ
そ
は
、
改
進
党
の
こ
の
間
の
運
動
が
実
を
結
ぶ
か
否
か

の
試
練
の
場
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
改
進
党
の
有
数
の
拠
点
で
あ
っ

た
愛
媛
県
下
で
の
一
層
の
支
持
獲
得
を
目
的
と
し
て
、
総
選
挙
が
半
年
後

に
迫
っ
た
こ
の
時
期
に
本
史
料
は
刊
行
さ
れ
た
、
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。 

さ
て
、
小
冊
子
と
は
い
え
全
体
で
は
長
文
の
た
め
、
今
回
は
と
く
に
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改
進
党
の
主
張
し
た
国
会
議
員
選
挙
権
と
教
育
と
の
関
係
に
触
れ
た
問
答

部
分
（
一
五
頁
〜
一
六
頁
）
に
限
っ
て
紹
介
し
た
い
。 

改
進
党
は
綱
領
の
第
四
条
で
「
社
会
進
歩
ノ
度
ニ
随
ヒ
撰
挙
権
ヲ
伸

濶
ス
ル
事
」
を
謳
っ
て
い
る
が
、
こ
の
条
文
に
つ
い
て
は
、
党
内
嚶
鳴
社

派
を
率
い
る
沼
間
守
一
が
改
進
党
結
党
式
か
ら
間
も
な
い
八
二
年
五
月
の

改
進
党
政
談
大
演
説
会
に
お
い
て
党
を
代
表
し
て
説
明
の
演
説
を
行
っ
て

い
る
。
そ
の
な
か
で
沼
間
は
、
「
た
と
へ
ば
大
学
の
課
業
を
卒
業
せ
し
者

は
、
財
産
な
し
と
い
え
と
も
直
に
選
挙
の
権
を
与
へ
、
中
等
以
上
の
学
校

教
師
と
な
る
の
資
格
を
具
ふ
る
者
は
、
財
産
な
し
と
い
え
と
も
亦
同
し
く

選
挙
の
権
を
与
ふ
る
」
と
述
べ
、
「
社
会
進
歩
ノ
度
ニ
随
ヒ
」
と
は
大
学

卒
業
生
の
増
加
と
い
っ
た
高
度
な
教
育
の
普
及
を
基
準
と
す
る
見
解
を
示

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
改
進
党
は
選
挙
権
に
お
い
て
教
育
重
視
の
姿

勢
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
拙
稿
「
早
稲
田
と
自
由
民
権
」
『
早
稲
田

大
学
史
記
要
』
第
三
○
巻
∧
一
九
九
八
年
七
月
∨
所
収
、
お
よ
び
拙
稿

「
自
由
民
権
運
動
と
東
京
専
門
学
校
の
開
校
と
校
風
」
『
早
稲
田
大
学
総

合
研
究
機
構 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
』
第
三
号
∧
二
○
○
八
年
三
月
∨
所

収
参
照
）
。 

 

問
答
で
は
、
池
内
は
自
由
党
の
普
通
選
挙
論
を
批
判
し
つ
つ
、
前
掲
の

沼
間
の
演
説
を
な
ぞ
る
形
で
、
国
会
議
員
の
選
挙
資
格
を
教
育
と
深
く
関

係
さ
せ
て
説
明
し
て
い
る
。
地
域
の
改
進
党
員
が
党
の
綱
領
を
ど
の
よ
う

に
理
解
し
、
具
体
的
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
を
示
す
好
事
例
と
い

え
よ
う
。
こ
う
し
た
冊
子
刊
行
が
ど
の
程
度
各
地
域
で
み
ら
れ
た
の
か
、

ま
た
こ
の
よ
う
な
主
張
が
ど
の
よ
う
に
地
域
の
人
々
に
受
け
止
め
ら
れ
た

の
か
等
、
今
後
の
研
究
課
題
は
少
な
く
な
い
と
い
え
よ
う
。 

 
 

  

凡
例 

一
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
使
用
し
た
。 

一
、
異
体
字
は
通
例
の
字
体
に
直
し
た
。 

一
、
適
宜
句
読
点
を
付
し
た
。 

  

問 

社
会
進
歩
の
度
に
随
ひ
撰
挙
権
を
伸
濶
す
る
と
は
如
何

か
の
訳
で
す
か 

答 

是
れ
は
随
分
世
の
中
に
議
論
の
あ
る
事
に
て
、
前
日
自

由
党
と
争
論
せ
し
時
も
此
論
は
一
ヶ
条
で
あ
り
ま
し
た
。

自
由
党
の
人
な
ど
は
普
通
撰
挙
と
云
ふ
事
を
主
張
し
ま
し

て
、
苟
も
国
民
と
な
り
て
其
国
に
対
し
義
務
を
負
ふ
時
は
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又
権
理
を
有
す
べ
き
道
理
な
れ
は
、
既
に
其
国
に
住
て
其

法
律
を
守
り
又
租
税
を
納
む
る
人
民
に
は
国
会
議
員
な
り

県
会
議
員
な
り
其
名
代
人
を
撰
む
権
理
を
与
へ
ね
は
な
ら

ぬ
と
云
ふ
の
で
す
が
、
此
論
は
道
理
か
ら
申
せ
は
誠
に
公

平
な
論
で
あ
り
ま
す
。
然
し
公
平
と
申
事
も
亦
時
と
場
合

に
よ
る
も
の
に
し
て
、
公
平
で
あ
り
さ
へ
す
れ
ば
何
時
何

所
へ
で
も
行
は
る
ヽ
事
は
出
来
難
ふ
御
坐
い
ま
す
。
例
へ

ば
今
議
会
に
於
て
議
員
発
言
の
数
を
限
り
、
智
識
の
あ
る

人
も
亦
智
識
の
無
ひ
人
も
弁
の
良
い
人
も
良
く
な
い
人
も

皆
一
同
に
発
言
は
三
十
分
を
越
る
事
能
は
ず
と
し
た
ら
如

何
で
し
よ
う
。
公
平
は
誠
に
公
平
で
す
け
れ
共
、
其
会
議

の
都
合
か
善
ひ
事
は
あ
り
ま
す
ま
い
。
如
何
に
普
通
撰
挙

か
良
い
と
云
ふ
人
で
も
女
子
供
迄
に
撰
挙
権
を
与
へ
よ
と

は
申
し
ま
す
ま
い
か
。
し
て
見
る
と
、
既
に
早
国
民
中
の

半
数
以
上
は
同
し
人
民
て
あ
り
な
が
ら
撰
挙
権
は
与
へ
ら

れ
ぬ
で
せ
う
。
今
日
の
有
様
に
て
車
夫
馬
丁
の
如
き
も
の

迄
に
も
此
撰
挙
権
を
与
へ
た
ら
は
如
何
で
せ
う
か
。
随
分

種
々
様
々
の
弊
害
が
生
し
、
不
都
合
な
人
物
を
国
会
議
員

に
撰
ひ
上
げ
る
事
は
無
い
と
は
申
さ
れ
ま
す
ま
い
。
故
に

人
智
が
進
て
各
人
民
が
撰
挙
権
の
貴
重
な
る
事
を
知
る
位

に
社
会
が
進
歩
し
ま
せ
ん
時
は
、
浮
か
浮
か
誰
れ
に
て
も

撰
挙
権
を
与
へ
る
の
は
良
く
な
い
と
云
ふ
の
で
す
。
然
れ

共
又
或
る
論
者
の
如
く
代
議
士
と
な
る
者
は
必
す
財
産
を

有
せ
ね
ば
な
ら
す
、
撰
挙
者
は
中
等
以
上
の
人
で
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
と
申
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
既
に
撰
挙
権
の
貴

重
な
る
事
を
知
り
て
之
を
濫
用
せ
ぬ
人
な
れ
は
、
少
し
に

て
も
広
く
撰
挙
権
を
与
ふ
る
を
良
い
と
思
ひ
ま
す
か
ら
、

大
学
校
の
卒
業
生
と
か
又
は
中
等
以
上
の
学
校
の
教
師
と

な
れ
る
学
力
あ
る
人
位
な
ら
、
財
産
の
有
無
に
関
せ
す
撰

挙
権
を
与
ふ
る
が
良
い
と
思
ひ
ま
す
。
要
す
る
に
改
進
党

は
社
会
の
開
け
て
人
智
の
増
程
づ
ヽ
撰
挙
権
を
伸
し
濶
め

て
多
く
の
人
に
与
へ
、
人
智
の
度
合
を
謀
る
の
を
好
む
の

で
あ
り
ま
す
。 

 


